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二月の星祭日程
· 星祭の日程にご注意ください
　次の日程にて開運星祭を奉修致します。お誘い合わせの上、ご来山下さいますようにご案内申上げます
　　　　　　　　受付時間
大阪　　四日　　正午～十七時

大阪　　五日　　十一時～十七時
本山　　十日　　午前中

本山　　十一日　午前中

熊本　　十五日　十三時～十八時

大牟田　十六日　十三時～十六時
武雄　　十七日　十時～正午
北九州　十七日　十五時～十八時
本山　　二十日　午前中
別院　　二十四日　午前中

別院　　二十五日　午前中

▼各会場において、受付時間が短縮され

　ている所があります。要確認の事。

· 龍王祭御水取法会
　　十四日夜八時から今年最初の

若水の御水取法会を行います。
☆護摩焚き　二十八日　午前
　▼霊符の郵送依頼について
都合により各会場に参詣出来ない場合、星祭霊符を郵送にてお授け出来ます。但し、来山者優先の為授与の時期が遅くなりますのでご了承ください。

 ❖星祭申込用紙には、住所・氏名・生年月日（家族分）を記入の上、提出下さい。その他霊符の欄は規定の要領でご用意します。
　三月の行事
　彼岸法会・先祖供養大祭
★当山の教法の中心をなす彼岸法会・
先祖供養大祭は三月二十一日（水曜日）に本山にて執り行います。

女系（妻の実家）の先祖供養を中心に厳修しますが、男系も勿論可です。

★星祭時にお申込下さい。

　当日は、お接待の用意もあります。
どうぞ、お参りお待ち申し上げます。

　三月の面接日（受付時間）
東京　　二日・三日　十七時まで

本山　　九日　　　午前中

別院　　十四日・二十七日　午前中

熊本　　十五日　　十三時～十八時

大牟田　十六日　　十三時～十五時

宮崎　　二十六日　午前中
☆本山護摩焚き　二十八日　午前

※和風月名（わふうげつめい）
　旧暦における日本ならではの十二ヶ月の呼び名のことで、四季の変化と暮らしが今より密接だった昔は、季節感を大切にしたことがよく分かります。起源は、七二〇年（養老四年）に成立した『日本書紀』に最初に登場したようです。
▼一月・睦月（むつき）家族・親類が仲睦まじく集まって、正月を迎えられることを喜び合う月。

▼二月・如月（きさらぎ）寒さのため、着物をさらに着重ねることから「衣更着」という説あり。
▼三月・弥生（やよい）草木が生い茂る「草木弥生月」の説が有力。「弥」は、ますますの意。
▼四月・卯月（うづき）ユキノシタ科の落葉低木・ウツギの花である「卯の花」が咲く頃の意。

▼五月・皐月（さつき）稲の苗を植える月という「早苗月」を略した。「さ」は耕作の意。

▼六月・水無月（みなづき）梅雨で天から「水が無くなる月」、逆に田に水を張る「水の月」の意。

▼七月・文月（ふみづき）短冊に詩歌をしたため、書（文）の上達を祈る七夕行事に由来す。

▼八月・葉月（はづき）葉が散り始める月、または稲穂が張る「張り月」が転じたという説も。
▼九月・長月（ながづき）夜が長くなる「夜長月」説が有力。「稲刈月」説、長雨に由来する説も。

▼十月・神無月（かんなづき）諸国の神様が出雲大社に集まるため、「神様がいなくなる月」という意。出雲では「神在月」。

▼十一月・霜月（しもづき）いよいよ本格的な冬を迎え、霜が降りるようになる月という説が有力。

▼十二月・師走（しわす）年末の忙しさで、普段は落ち着いている師（僧侶）も走り回る月の意。これは、一年分の罪穢れを祓って欲しいとの貴族の依頼で、僧侶が三部経などを唱えるのに時間を要した為、何軒も掛け持ちするのに忙しかったということです。
★二十四節気
　気候や自然現象、動植物から春夏秋冬を感じとる、それが旧暦の二十四節気なのですが、それがピッタシはまったのが今年ではないかと思いまして、あらためて旧暦を勉強した方がいいのではないかと思いました。
▽今年の二十四節気の内の「大寒」は、一月二十日でしたが、一月二十一日から当山の星祭で東京に上がりました。翌日の二十二日から東京で雪が降り出して、都心で二十三センチの東京にしたら大雪で、交通機関はパニックになっていました。都会の人は、雪とか寒さとかを知らないのでしょうか？全く油断しているとしか思えない行動が多く、交通事故も多発し怪我人も多数出ています。

▼冷暖自知

　仏教には、冷暖自知（れいだんじち）という言葉がありますが、字の如く、冷たい水も暖かい湯も自分で飲んで、その冷暖を確かめる外に方法はありませんが、これと同じように、仏法の悟りは人から教えてもらうものでなく、体験して知ることの出来るものということです。
　仏教の悟りほど高尚ではありませんが、今回の大雪騒動を見ても、私たちは暮らしに密着した部分でもっと経験を生かすことをしなければ、近年地球規模で多発する災害に対応出来なくなり、そんなことで命を落とすことにも成りかねません。

　冷暖自知で知ったことを活かせる暮らしをしましょう。次回は二十四節気を勉強しますかね！　　　　　　　　合掌
